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型番 761-5 761-40 

タイプ サーモスタティック 

Design Class ANSI 600 

適用圧力（ＭＰa） 0.028～2.1 

最高使用温度 226℃ 

背圧許容度 N.A. 

口径 15, 20, 25A 

接続 
ねじ込み、SW 

ﾌﾗﾝｼﾞ 

ストレーナー 内臓 

取り付け姿勢 水平、垂直 

 
 
 
 
ヤーウェイユニボディ式スチームトラップ
シリーズ 761 には排出能力の異なった 2
タイプ 761-5, 761-40があります。 

作動は独自の FTE エレメントによるサー
モスタティック・タイプ分類されます。 
761-5 は飽和温度マイナス３℃のドレン

を排出し、761-40 は飽和温度マイナス
22℃のドレンを排出します。 
それぞれの作動要部は「カプセル」化さ

れており、共通のボディ（ユニボディ）に
組込むことができます。 
ボディ本体には、炭素鋼・モリブデン鋼を

採用、配管の一部として永久使用でき、
カプセル（トラップ部）はワンタッチで交換
できます。 

高背圧に対しても正常に作動し、復水回
収用トラップとしての条件をそなえていま
す。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

注意 

安全上のご注意 
・最高許容圧力（PMA)は耐圧部が許容
する最高圧力で最高使用圧力ではあり
ません。また、最高許容温度は耐圧部が

許容する温度で最高使用温度ではあり
ません。 
・製品を正しく設置し、最高許容圧力、温

度など仕様範囲以外での使用は絶対に
しないでください。製品の破損、異常作
動等により重大な事故を起こす恐れが

あります。 
・最高作動圧力差を超えて使用すると、
排出不能となりますので絶対にさけてく

ださい。 
・出口接続部は人が直接触れられない
ようにしてください。高温ドレンの排出に

よって、火傷、ケガなどの危険がありま
す。 
・製品の分解、取り外しは、製品内部の

圧力が大気圧になってから、また表面温
度が常温になってから行ってください。製
品に圧力、温度が加わっている場合は、

流体が吹き出しケガ、火傷をする恐れが
あります。 
・製品の修理には、正規の部品を必ず使

用してください。また、製品の改造は絶
対にしないでください。 
・接続ねじ部を締め付けすぎないように

してください。 
・凍結の心配がある場合は、プラグから
滞留ドレンを排出してください。凍結する

と製品の破損の恐れがあります。 
・ウォーターハンマの衝撃が加わらない
ようにしてください。 

製品の取り付け 

仕様 

１）トラップを取付ける前には配管をブ
ローして、ゴミ・スケール・金属片等を
完全に取り除いて下さい。特に新しい
配管の場合は充分なブローを実施し
て下さい。 
２）トラップへドレンが自然に流入しや
すいように、できるだけ低い位置に取
付けて下さい。トラップ前に立ち上り
がないように注意して下さい。 
３）トラップは水平配管でも垂直（上か
ら下）配管でも作動します。このとき、
ボディ上に表示された矢印が流れの
方向と一致するようにして下さい。 
４）凍結が起こりやすいところでは、ト
ラップ内に復水が滞留しないよう垂直
配管にするか、水平配管の場合はボ
ンネットが横向きになるように取り付
けて下さい。また、トラップはできるだ
けドレンの取出し口に近づけて取付
けて下さい。 

特徴 配管 

1）トラップ前後の配管はトラップ・サイズ
と同じか、ひとまわり大きなサイズにし
て下さい。 
２）トラップ２次側の回収管が比較的短
い場合は同等でもよいが、長い配管に
対しては、ドレンとフラッシュスチームを
同時に処理できるように、十分大きなサ
イズにする必要があります。もし、いくつ
かのトラップが共通のリターン・ラインに
排出する場合は、過度の背圧を防ぐた
め、十分なサイズの回収管にしなけれ
ばなりません。 
３）スチーム・トラップより上部の回収管
へドレンを排出する場合は、停止時の
逆流を防ぐために逆止弁を設置して下
さい。（FIG.1参照） 

FIG.1 
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構造 

危険 

 

１）トラップの寿命を長く保ち最良の作動
条件を得るためには、ストレーナー・スク
リーンを適切に掃除することをお薦めし
ます。 
２）次の方法により正しいトラップの作動
を点検して下さい。 
（a）作動状態をみるために、トラップ後の
テスト・バルブを開放し作動を確認して下
さい。 
（ｂ）出口側圧力計を見て圧力が異常に
上昇していないか確認してください。 
３）作動状況で不具合が生じた場合は、
「8.故障原因と対策」にしたがってメンテ
ナンスを行って下さい。 
４）少なくとも年１回以上の定期点検を行
なって下さい。 
５）定検のために予備部品を用意してお
いて下さい。 
スクリーン、スクリーンキャップガスケット
各１個。 

 

 

 

 

 

 

 

部品 

番号 
部品名称 材質 

1 ボディ Ａ１０５ 

2 ｼｰﾄｶﾞｽｹｯﾄ ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ 

3 ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ ステンレス鋼 

4 FTEエレメント ステンレス鋼 

5 ボンネット ステンレス鋼 

6 スクリーン ステンレス鋼 

7 ｷｬｯﾌﾟｶﾞｽｹｯﾄ モネル 

15 ｽﾄﾚｰﾅｰｷｬｯﾌﾟ ステンレス鋼 

 

 

 
分解 
１）トラップのボンネットを反時計回りに回
してください。ボンネットに組み込まれた
作動部品の全てが取り外せます。トラッ

プの全ての作動部品はカプセル化されボ
ンネットに組み込まれています。 
２）取り出したFTEエレメントは布で表面を
きれいに拭きとります。もし、これでも付
着物がとれない場合は、錆落し用の溶剤
を使用し、きれいに拭きとって下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組立 
１）ボンネットとシートのシール面がきれ
いで、ごみが付着していないことを確認し

て下さい。もし、シール面に汚れや、損傷
がある場合、ボンネットとシート部とのシ
ールが不可能になります。 

２）ガスケットがボンネットに取り付けられ
ていることを確認してください。 
３）ボンネットのネジ部にごく少量のモリコ

ートを塗布し所定のトルクで締めこんで
下さい。 
４）スクリーンキャップ及びボディの当たり

面を掃除し、新しいガスケットをスクリー
ンキャップの肩に取り付けます。 
５）スクリーンをスクリーンキャップ内の窪

みにはめ込み本体に所定のトルクで締
め込んでください。 

 

Size 

ボンネット 

 (mm, N・m) 

ｽｸﾘｰﾝ･ｷｬｯﾌﾟ 

(mm, N・m) 

HEX トルク値 HEX トルク値 

15A 
38 88～102 

27 129～149 

20A,,25A  30 156～176 

 

 

トラップが正常に作動しない場合は、次
の表で処置します。 
（1)カプセル交換、本体交換 
（2)バルブ、シートの清掃 
（3バイパスの閉弁、修理 
（4)トラップの選定,サイズの見直し 
（5)ストレーナーの清掃 
（6)1次側、2次側バルブの開弁、修理 
（7)本体矢印の向きに取り付ける 

 

作動状況 原因 
対
策 

生蒸気が
漏れる 

FTEの損傷 
(1)
（4） 

バルブシートの摩耗 (1) 

バルブの詰まり 
(1) 
(2) 
(5) 

背圧が高い （4） 

仕様を超えていてド
レンが連続的に出
る 

（4） 

復水が 
たまる 

温度調節弁が絞ら
れていて蒸気圧が
不十分 

(4) 

１次側の調節弁又
はｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞが閉
まっている 

(6) 

  
ストレーナーの目詰
まり 

(5) 

  
２次側のｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞ
又はﾁｪｯｷﾊﾞﾙﾌﾞが
閉まっている 

(6) 

  
トラップが逆に取り
付けられている 

(7) 

  背圧が高い (4) 

 

 

 
１）保証期間 
 製品発送後１年間 
２）保証範囲 

上記保証期間内に当社の責任により
故障を生じた場合は、その製品の交
換あるいは修理を行います。 

３）下記の場合は、保証期間でもその責
任を負いません。 
①正しい取り付け、取り扱い以外によ

る故障、およびユーザーの責任によ
る故障 

②ゴミ、スケール、カーボン、鉄くづ等

による故障 
③水質異常による本体内部腐食の故
障 

④ユーザーの分解、点検による故障 
⑤天災などの不可抗力による故障 
⑥製品破損等で現品の廃棄による詳

細が不明な場合 
⑦その他当社の製造責任に帰さない
原因（ウォーターハンマー等）による

事故、又は故障 
４）免責事項 
本取扱説明書の記載事項が遵守されな

いことにより発生した不適合については、
弊社の責任は免除されます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラップ本体の表面は高温
の為、触れると火傷をしま
す。十分冷えてから革手袋
をつけて作業して下さい。ま
た、ボンネットを分解すると
きは、蒸気や高温ドレンが吹
き出しますのでトラップ内の
内圧が抜けるのを確認して
から作業を行なって下さい。 

作動点検 

トラブルシューティング 

保証 

日 本 フイツシヤ株 式 会 社  
651-2241神戸市西区室谷1-5-1 

Tel (078)990-2015 Fax (078)992-4571 

注意 

分解・点検 

ボンネットの分解はトラップが
十分冷えてから実施して下さ
い。また、ネジ部に焼き付き
を起こすことがあります。 


